
アーチファクトを補正することで
正確な画像解析が可能

像質が均一化され
データの質が向上

2mm

樹脂
金属

レンズ

歪みのあるX線投影像 三次元再構成像

三次元再構成像の断面(補正前) 三次元再構成像の断面(補正後)

コーンビーム

平行なビーム

最適化計算によるデータ補正

深層学習を用いて、X線が平行に通過したときの投影像に補正

差分画像を逆投影し
補正データとして利用

1

金属によるX線の線質硬化 コーンビームの影響を補正

深層学習による補正

X線の多色性や線質硬化に起因する
線状の虚像（アーチファクト）を補正

コーンビームの影響で生じるX線投影像の歪みを
深層学習を用いて補正

物理シミュレーションによる補正

測定原理に基づく計測データ補正技術
高度な前処理技術により高精度な画像解析を行います。

X線投影像の歪み補正結果

X線CT像補正結果

実測画像 シミュレーション画像

三次元再構成データ

材質情報に従って
透過X線像を
シミュレーション

差分画像

シミュレーション画像と
実測画像の差分を計算

補正

収束するまで
ループ

小型カメラのX線CT像

同じサンプルを前後から撮影したX線投影像

X線投影像の撮影
前 後

前 後

レンズや樹脂部品の一部を覆うように
暗い線状の虚像（アーチファクト）が発生

歪みを補正
したことで
断面像全体が
均質化

歪みの影響で
像の端付近は
輝度が低く
不鮮明
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補正されたX線投影像の撮影

三次元再構成

補正

前後から撮影した像が対称

X線が斜めに通過するため前後から撮影した像が
非対称（アーチファクトの要因）

サンプル

サンプル


